
令和４年度（完了）　市民参加推進調査シート 新規　・　継続

様式１-１

□ ■

令和 4 年 2 月 5 年 3 月 （ 1 年 2 ）

■ 審議会等 ■ 審議会等

■ パブリックコメント ■ パブリックコメント

□ 市民説明会 □ 市民説明会

□ ワークショップ □ ワークショップ

■ その他（ ） ■ その他（ ）

２　市民参加方法の予定と実績

（１）審議会等

～ ～

10 人 ： 5 人 13 人 ： 7 人

回 回

■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ □ 無 ■ □ □ 無

資料２　

作成日： R5.3.14

Ｎｏ． 1 対象事項 第３次安城市食料・農業・交流基本計画の策定

１　概要

対象事項の

概要

安城市農業基本条例第１１条に基づき、第３次安城市食料・農業・交流基本計画を策定す

る。

実施期間 令和 か月間

課名 農務課 対象区分 （２）計画の策定・変更

予　定 実　績
「市民参加を推進するためのガイドライ

ン」(４～９頁)のチェック項目を確認した

「市民参加を推進するためのガイドライン」(４

～９頁)のチェック項目を遵守した

ガイドライン

の遵守

（重視した点等）
（重視した点等）

食料・農業・交流基本計画は安城市の農業行政の指

針を示す計画である。アンケート調査は、農業者ア

ンケートを実施。農業者の実情を適切に把握し、農

業者のニーズに応える計画となるよう努めた。

予　定 実　績

委員任期 R3.4.1 R5.3.31 委員任期 R3.4.1 R5.3.31

市民参加の

手法

予　定 実　績

備考

審議会等の名称 安城市農業振興協議会 設置根拠 法律・条例

アンケート アンケート

開催日 R4:５、７、11、２月 開催日 R4:7/14、9/20、11/14、3/9

回数 4 回数 4

委員構成内訳

農業団体の代表者５名、

農業者２名、事業者２名、

公募市民４名、学識経験者１名、

関係行政機関の職員１名

委員構成内訳

農業団体の代表者５名、

農業者２名、事業者２名、

公募市民４名、学識経験者６名、

関係行政機関の職員１名

委員の男女比 （男性：女性） 委員の男女比 （男性：女性）

内容 計画案への諮問 内容 計画案への諮問
会議の傍聴 公開 非公開 会議の傍聴 公開 非公開

議事録の公開 公開 非公開 議事録の公開 公開 非公開
委員名簿公開 公開 非公開 委員名簿公開 公開 非公開

年度毎の実績 公開 非公開 年度毎の実績 公開 非公開
計画の公開 公開 非公開 計画の公開 公開 非公開

備考 備考

議事録URL：

https://www.city.anjo.aichi.jp/zigyo/nogyo

/anjonogyo/shinkoukyougikai.html

周知方法 市公式ウェブサイト 周知方法 市公式ウェブサイト

活用方法 意見の反映 施策及び指標に反映した。

～
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（２）パブリックコメント

5 年 1 月頃 ～

日間 日間

件 ３件２人 ） 件 人

5 年 2 月頃

（５）その他（アンケート）

年 月頃 ～

部 部

部 ％） 部 （回収率 ％）

年 月頃

予　定 実　績

意見募集期間 令和 意見募集期間 R5.1.5 R5.2.3

日数 30 日数 30

周知方法

（設置場所）

広報あんじょう、市公式ウェブサイト、農

務課窓口、公民館等市内公共施設

周知方法

（設置場所）

広報あんじょう、市公式ウェブサイト、農

務課窓口、へきしんギャラクシープラザ、

公民館（１０か所）、アグリライフ支援セ

ンター、市民交流センター

想定件数 5 (前回 提出件数 0 0

予　定 実　績

調査対象 調査対象

①市民アンケート

②小中高生アンケート

③農業者アンケート

抽出方法 抽出方法

①市内在住の18歳以上2,000人（無作為抽

出）

②小学生は市内6校の5年生（425人）

　中学生は市内8校の2年生（369人）

　高校生は市内2校の2年生（391人）

③耕作者870人、認定農業者130人

備考 備考

工夫点

公民館等の公共施設に設置し、よ

り多くの市民の目に触れるように

する

意見の反映 寄せられた意見はなかった。

結果公表時期 令和 結果公表時期 R5.2.27～

配布予定数 配布数

回収見込数 （回収率 回収数

①2,000

②1185

③1,000

調査方法 調査方法
①③郵送

②各学校にて実施

調査時期 令和 調査時期 R4.2.7 R4.2.28

活用方法 意見の反映

アンケート結果から農業者の実情を適

切に把握し、農業者のニーズに応える

計画となるよう努めた。

備考 備考

①850

②1185

③530

①42.5

②100

③53.0

結果公表時期 令和 結果公表時期 R4.3

令和３年度末の予定

照会時は未定のため

未提出（未評価）。
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令和４年度（完了）　市民参加推進調査シート〈対象事項の概要〉

・

・

・

Ｎｏ． 1 対象事項 第３次安城市食料・農業・交流基本計画の策定

課名 農務課 対象市民 全安城市民

　地方公共団は、基本理念にのっとり、食料、農業及び農村に関し、国との適切な役割分担を踏まえ

て、その地方公共団体の区域の自然的経済的社会的諸条件に応じた施策を策定し、及び実施する責務

を有する。

意見を反映できる余地余地がある　・　ある程度余地がある　・　あまり余地がない 予算額 4,048 千円

上記の理由 国・県による上位計画はあるが、市の現状に合わせて策定できるため。

【事業概要及びスケジュール】

■計画の概要

農業が支える安全で安心な暮らしづくりを総合的かつ計画的に推進し、本市の農業の持続的な発展及

び市民の健康で文化的な生活の確保に寄与する。

■策定の根拠（背景）

食料・農業・農村基本法第８条

アンケート

安城市農業基本条例第１１条

　市長は、施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、基本理念にのっとり、食料・農業・交流基本

計画を定めなければならない。

■計画期間

令和５年度～令和９年度（５か年）

■策定期間における市民参加のスケジュール

２月 ３月

令和３年度

令和４年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

審議会

④

審議会

①

審議会

②

審議会

③

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ｺﾒﾝﾄ

様式１－２
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令和４年度（完了）　市民参加推進調査シート 新規　・　継続

□ ■

令和 3 年 5 月 5 年 3 月 （ 1 年 11 ）

■ 審議会等 ■ 審議会等

■ パブリックコメント ■ パブリックコメント

□ 市民説明会 □ 市民説明会

□ ワークショップ □ ワークショップ

□ その他（ ） ■ その他（ ｅモニターアンケート ）

２　市民参加方法の予定と実績

（１）審議会等

～

～

8 人 ： 4 人 7 人 ： 5 人

回 （R4年度） 回

■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ □ 無 ■ □ □ 無

（重視した点等） （重視した点等）

公募市民や市民団体の代表を含むごみ減量推進委員会

への諮問のほか、eモニターアンケートによって、広

くごみに関する意識調査や意見聴取を行い、基本計画

に定めるごみ減量に向けた施策等に、市民の意識や意

見を反映することができたと考える。

ガイドライン

の遵守

R2.7.23 R4.7.22～

内容 骨子案作成、パブリックコメントについて

R4.7.24 R6.7.23
委員任期

内容

R3：諮問、素案について

備考
※令和３年度予定は、未提出のため未

評価
備考

R3:2/28は書面開催

議事録URL：

https://www.city.anjo.aichi.jp/shisei/kyogik

aiiinkai/gomigenryo.html

周知方法 市公式ウェブサイト 周知方法 市公式ウェブサイト

活用方法 意見の反映
ごみ減量に向けた施策等に、市民の意識や

意見を反映した。

年度毎の実績 公開 非公開 年度毎の実績 公開 非公開
計画の公開 公開 非公開 計画の公開 公開 非公開
議事録の公開 公開 非公開 議事録の公開 公開 非公開
委員名簿公開 公開 非公開 委員名簿公開 公開 非公開

R4：eモニターアンケート・パブリックコ

メントの結果について、素案、答申

会議の傍聴 公開 非公開 会議の傍聴 公開 非公開

開催日 R4:８月 開催日 R3:8/4、2/28　R4:7/25、10/19

回数 1 回数 4

委員構成内訳 団体推薦１０名、公募市民２名 委員構成内訳 団体推薦１０名、公募市民２名

委員の男女比 （男性：女性） 委員の男女比 （男性：女性）

予　定（R4のみ※） 実　績

R2.7.23 R4.7.22
委員任期

市民参加の

手法

予　定 実　績

備考

審議会等の名称 ごみ減量推進委員会 設置根拠 法律・条例

対象事項の

概要

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条第１項及び廃棄物の処理及び清掃に関する法律施

行規則第１条の３の規定により、一般廃棄物処理基本計画を策定する。

実施期間 令和 か月間

課名 ごみゼロ推進課 対象区分 （２）計画の策定・変更

予　定 実　績

「市民参加を推進するためのガイドライ

ン」(４～９頁)のチェック項目を確認した

「市民参加を推進するためのガイドライン」(４

～９頁)のチェック項目を遵守した

作成日： R5.3.20

Ｎｏ． 2 対象事項 一般廃棄物処理基本計画の策定

１　概要

～
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（２）パブリックコメント

4 年 9 月頃 ～

日間 日間

件 0件 0人 ） 件 人

4 年 10 月頃

（５）その他（ｅモニター）

年 月頃 ～

部 部

部 ％） 部 90.1 ％）

年 月頃

活用方法 意見の反映 市の啓発方法の参考にした。

備考 備考

回収見込数 （回収率 回収数 610 （回収率

結果公表時期 令和 結果公表時期 R4.6

調査時期 令和 調査時期 R4.6.3 R4.6.10

配布予定数 配布数 677

抽出方法 抽出方法 ｅモニター

調査方法 調査方法 Ｅメールでアンケート案内、Web回答

予　定 実　績

調査対象 調査対象
ｅモニター登録者（市内在住または在

勤・在学の満１８歳以上の人）

備考 備考

工夫点
市の施設等に設置し、より多くの

市民の目に触れるようにする。
意見の反映 寄せられた意見はなかった。

結果公表時期 令和 結果公表時期 R4.10.28～

周知方法

（設置場所）

清掃事業所、環境都市推進課、市民交流セ

ンター、へきしんギャラクシープラザ、公

民館（１０か所）、図書情報館（アン

フォーレ内）

周知方法

（設置場所）

清掃事業所、環境都市推進課、市民交流セ

ンター、へきしんギャラクシープラザ、公

民館（１０か所）、図書情報館（アン

フォーレ内）、社会福祉会館

想定件数 3 (前回 提出件数 0 0

意見募集期間 令和 意見募集期間 R4.8.17 R4.9.16

日数 30 日数 31

予　定 実　績

令和３年度末の予定調

査段階では予定なし。
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令和４年度（完了）　市民参加推進調査シート〈対象事項の概要〉

・

・

・

・

五　一般廃棄物の処理施設の整備に関する事項

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条第２項

一般廃棄物処理計画には、環境省令で定めるところにより、当該市町村の区域内の一般廃棄物の処理に

関し、次に掲げる事項を定めるものとする。

一　一般廃棄物の発生量及び処理量の見込み

二　一般廃棄物の排出の抑制のための方策に関する事項

三　分別して収集するものとした一般廃棄物の種類及び分別の区分

四　一般廃棄物の適正な処理及びこれを実施する者に関する基本的事項

■補足説明

１月 ２月 ３月

ｅﾓﾆﾀｰ

ｱﾝｹｰﾄ
委員会③

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ｺﾒﾝﾄ
委員会④

R４年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

委員会②-1 委員会②-2

11月 12月 1月 2月 3月

委員会①

10月

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第１条の３

法第６条第１項に規定する一般廃棄物処理計画には、一般廃棄物の処理に関する基本的な事項について

定める基本計画及び基本計画の実施のために必要な各年度の事業について定める実施計画により、同条

第２項各号に掲げる事項を定めるものとする。

■計画期間

令和５年度～令和１９年度（１５か年）

■策定期間における市民参加のスケジュール

R3年度

5月 6月 7月 8月 9月

市町村は、当該市町村の区域内の一般廃棄物の処理に関する計画（以下「一般廃棄物処理計画」とい

う。）を定めなければならない。

意見を反映できる余地 余地がある　・　ある程度余地がある　・　あまり余地がない 予算額 10,340 千円

上記の理由 国の方針はあるが、市の現状に合わせて策定できるため。

【事業概要及びスケジュール】

■計画の概要

当該市町村の区域内の一般廃棄物の処理に関する計画

■策定の根拠（背景）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条第１項

Ｎｏ． 2 対象事項 一般廃棄物処理基本計画の策定

課名 ごみゼロ推進課 対象市民 全安城市民

様式１－２
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令和４年度（完了）　市民参加推進調査シート 新規　・　継続

□ ■

令和 3 年 4 月 5 年 3 月 （ 2 ）

■ 審議会等 ■ 審議会等

■ パブリックコメント ■ パブリックコメント

□ 市民説明会 □ 市民説明会

□ ワークショップ □ ワークショップ

■ その他（ アンケート ） ■ その他（ ｱﾝｹｰﾄ、町内会等ﾋｱﾘﾝｸﾞ ）

２　市民参加方法の予定と実績

（１）審議会等

～ ～

19 人 ： 4 人 21 人 ： 4 人

回 （R４年度） 回

■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ □ 無 ■ □ □ 無

作成日： R5.3.1

Ｎｏ． 3 対象事項 （仮称）安城市地域公共交通計画の策定

１　概要

対象事項の

概要

安城市地域公共交通網形成計画が令和４年度末で計画期間満了となるため、次期計画を策定

する。

実施期間 令和 年間

課名 都市計画課 対象区分 （２）計画の策定・変更

ガイドライン

の遵守

予　定 実　績

「市民参加を推進するためのガイドライ

ン」(４～９頁)のチェック項目を確認した

「市民参加を推進するためのガイドライン」(４

～９頁)のチェック項目を遵守した

（重視した点等） （重視した点等）

対面形式のヒアリングを実施しことで、アンケートで

は抽出できない深い意見や共通認識を引き出すことが

できた。

予　定（R４のみ※） 実　績

委員任期 R4.4.1 R6.3.31 委員任期 R4.4.1 R6.3.31

市民参加の

手法

予　定（R4のみ※） 実　績

備考 ※令和３年度予定は、未提出のため未評価

審議会等の名称 安城市総合交通会議 設置根拠 法律・条例

開催日 R４:６、９、11、１、３月 開催日

R3:6/21、８/17、11/17、1/7、3/16

R4:6/20、９/27、12/13、1/10、

3/15

回数 5 回数 10

委員構成内訳

学識経験者１名、公共交通事業者

等８名、公共団体等３名、市民５

名（うち公募市民１名）、関係行

政機関４名、市職員２名

委員構成内訳

学識経験者１名、公共交通事業者等８

名、公共団体等３名、市民6名（うち

公募市民３名）、その他市長が必要と

認める者（企業）１名、関係行政機関

４名、市職員２名

委員の男女比 （男性：女性） 委員の男女比 （男性：女性）

内容
R4：素案作成、パブリックコメント

について
内容

R3：乗降調査（※）について

R4：素案作成、パブリックコメントに

ついて

会議の傍聴 公開 非公開 会議の傍聴 公開 非公開

議事録の公開 公開 非公開 議事録の公開 公開 非公開
委員名簿公開 公開 非公開 委員名簿公開 公開 非公開

年度毎の実績 公開 非公開 年度毎の実績 公開 非公開
計画の公開 公開 非公開 計画の公開 公開 非公開

備考
※令和３年度予定は、未提出のた

め未評価
備考

※乗降調査：バス車内に調査員を配置し、

利用実態を把握するとともに、アンケート

配布・回収による利用者の意見を収集

議事録URL：

https://www.city.anjo.aichi.jp/kurasu/

dorokotsu/sougoukoutuukaigi.html

周知方法 市公式ウェブサイト 周知方法 市公式ウェブサイト

活用方法 意見の反映 会議の中で計画内容を決定している。

～
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（２）パブリックコメント

5 年 2 月頃 ～

日間 日間

件 3人 ） 件 人

5 年 3 月頃

（５）その他（アンケート）

4 年 7 月頃 ～

部 部

部 33 ％） 部 37 ％）

年 月頃 R4.9

（５）その他（町内会等ヒアリング）

～

部

部

予　定 実　績

意見募集期間 令和 意見募集期間 R5.1.18 R5.2.17

日数 30 日数 30

工夫点
市の施設等に設置し、より多くの

市民の目に触れるようにする。
意見の反映

計画の内容には影響しなかったが、福

祉部門との連携など、市民の意見・質

問は理解し回答した。

結果公表時期 令和 結果公表時期 R5.3.29～4.28

周知方法

（設置場所）

広報あんじょう、市公式ウェブサ

イト、公民館（12か所）、図書情

報館（アンフォーレ内）、都市計

画課窓口

周知方法

（設置場所）

広報あんじょう、市公式ウェブサイ

ト、市民交流センター、図書情報館

（アンフォーレ内）、へきしんギャラ

クシープラザ、公民館（10か所）、都

市計画課窓口

想定件数 30 (前回　29件 提出件数 11 2

市内在住15歳以上の市民

抽出方法 無作為抽出 抽出方法 無作為抽出

備考 備考

予　定 実　績

調査対象 市内在住15歳以上の市民 調査対象

備考 備考

配布予定数 3,000 配布数 3,000

回収見込数 1,000 （回収率 回収数 1,109 （回収率

活用方法
安城市の公共交通に関する現状及

び課題把握
意見の反映

安城市の公共交通に関する現状及び課

題を把握し、計画に反映した。

結果公表時期 令和 結果公表時期

調査方法 調査票郵送、郵送回収 調査方法 調査票郵送、郵送回収

調査時期 令和 調査時期 R4.7.19 R4.8.2

予　定 実　績

調査対象 調査対象 町内会及び市内で事業を実施する交通事業者

抽出方法 抽出方法 課題地区の内、7地区と地区の交通を担う事業者

調査方法 調査方法 対面による聞き取り

調査時期 調査時期 R4.4 R4.7

配布予定数 配布数 －

回収見込数 回収数 －

活用方法 意見の反映

市民や事業者の公共交通に関する認識や課

題、改善のアイデア等を把握し、計画に反

映した

備考 備考

令和３年度末の予定調

査段階では予定なし。
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令和４年度（完了）　市民参加推進調査シート〈対象事項の概要〉

・

・

（乗降調査）

Ｎｏ． 3 対象事項 (仮称）安城市地域公共交通計画の策定

課名 都市計画課 対象市民 全安城市民

地方公共団体は、基本方針に基づき、国土交通省令で定めるところにより、市町村にあっては単独で又

は共同して、都道府県にあっては当該都道府県の区域内の市町村と共同して、当該市町村の区域内につ

いて、地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に資する地域公共交通の活性化及び再生を推進す

るための計画（以下「地域公共交通計画」という。）を作成するよう努めなければならない。

意見を反映できる余地 余地がある　・　ある程度余地がある　・　あまり余地がない 予算額 5,000 千円

上記の理由 国の方針はあるが、市の方針にあわせて策定できるため。

【事業概要及びスケジュール】

■計画の概要

地域公共交通計画は、「地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿」を明らかにする「マスター

プラン」としての役割を果たすもの。

■策定の根拠（背景）

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第５条第１項

5月 6月 7月 8月 3月9月 10月 11月 12月 1月 2月

■計画期間

令和６年度～令和１０年度（5か年）

■策定期間における市民参加のスケジュール

R3年度

審議会④ 審議会⑤審議会① 審議会② 審議会③

町内会等ヒアリング

（最終案作成）

4月

3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

R4年度

審議会⑩審議会⑥ アンケート 審議会⑦ 審議会⑧ 審議会⑨

（公表）

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ

（素案作成） （原案修正）

様式１－２
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令和４年度（完了）　市民参加推進調査シート 新規　・　継続

□ ■

令和 3 年 5 月 4 年 8 月 （ 1 年 3 ）

□ 審議会等 □ 審議会等

■ パブリックコメント ■ パブリックコメント

□ 市民説明会 □ 市民説明会

□ ワークショップ □ ワークショップ

□ その他（ ） □ その他（ ）

２　市民参加方法の予定と実績

（２）パブリックコメント

4 年 4 月頃 ～

日間 日間

件 0件 0人 ） 件 人

4 年 6 月頃

作成日： R5.2.28

Ｎｏ． 4 対象事項 全県域汚水適正処理構想及び下水道事業基本計画の見直し

課名 下水道課 対象区分 （２）計画の策定・変更

ガイドライン

の遵守

予　定 実　績

「市民参加を推進するためのガイドライ

ン」(４～９頁)のチェック項目を確認した

「市民参加を推進するためのガイドライン」(４

～９頁)のチェック項目を遵守した

（重視した点等） （重視した点等）

見直し内容と関わる町内会へ、パブリックコメント

実施の案内と構想案への事前説明を行ったことで、

理解促進につながったと考える。

１　概要

対象事項の

概要

地域における汚水処理施設の整備及び運営方針を定め、今後の健全な汚水処置を実現する

ための目標を定めるもので、愛知県からの要請に基づき区域の適正な見直しを行う。

実施期間 令和 か月間

日数 30 日数 30

市民参加の

手法

予　定 実　績

備考

予　定 実　績

意見募集期間 令和 意見募集期間 R4.4.12 R4.5.11

周知方法

（設置場所）

広報あんじょう、市公式ウェブサイ

ト、下水道課窓口等

周知方法

（設置場所）

広報あんじょう、市公式ウェブサイ

ト、各町内会事務所、下水道課窓口

想定件数 10 (前回 提出件数 1 1

備考 備考

工夫点
市の施設等に設置し、より多くの

市民の目に触れるようにする。
意見の反映

案に関連する質問１件のみのため、反

映はなし。

結果公表時期 令和 結果公表時期 R4.8.1～8.31

～
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令和４年度（完了）　市民参加推進調査シート〈対象事項の概要〉

・

・

・

・

※R３年度は準備等のみ

上記の理由 国の方針はあるが、市の現状に合わせて策定できるため。

Ｎｏ． 4 対象事項 全県域汚水適正処理構想及び下水道事業基本計画の見直し

課名 下水道課 対象市民 全安城市民

意見を反映できる余地 余地がある　・　ある程度余地がある　・　あまり余地がない 予算額 16,000 千円

■策定期間における市民参加のスケジュール

【事業概要及びスケジュール】

■計画の概要

地域における汚水処理施設の整備及び運営方針を定め、今後の健全な汚水処置を実現するための目標を

定めるもので、愛知県からの要請に基づき区域の適正な見直しを行うもの。

■策定の根拠（背景）

10年概成による国費充当が不透明であること。

今後、耐用年数を迎える下水道施設の維持や更新費用の増大により新規下水道整備への投資が困難であ

ること。

愛知県より、上記10年概成を見据えた区域の徹底的な見直しを求められていること。

■計画期間

平成２８年～令和１２年度（今回は中間の見直し）

パブリックコメント 結果公表

R4年度

4月 5月 6月 7月 8月

様式１－２
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令和４年度（完了）　市民参加推進調査シート 新規　・　継続

□ ■

令和 4 年 4 月 5 年 3 月

□ 審議会等 ■ 審議会等

□ パブリックコメント □ パブリックコメント

□ 市民説明会 □ 市民説明会

□ ワークショップ □ ワークショップ

□ ） ■ その他（ｅモニターアンケート ）

２　市民参加方法の予定と実績

（１）審議会等

～ ～

人 ： 人 6 人 ： 4 人

回 回

□ □ ■ □
□ □ ■ □
□ □ ■ □
□ □ ■ □
□ □ □ 無 ■ □ □ 無

作成日： R5.3.14

Ｎｏ． 5 対象事項 新水道ビジョンの中間見直し

課名 水道工務課 対象区分 （２）計画の策定・変更

予　定 実　績

「市民参加を推進するためのガイドライ

ン」(４～９頁)のチェック項目を確認した

「市民参加を推進するためのガイドライン」(４

～９頁)のチェック項目を遵守した

市民参加の

手法

予　定 実　績

その他（

ガイドライン

の遵守
（重視した点等） （重視した点等）

審議会の開催にあたって、以下の２点を心掛けた。

・見やすいパワーポイント等の説明資料づくり

・委員の方に分かりやすい言葉づかい

備考

１　概要

対象事項の

概要

水道事業に係る課題が多岐にわたることから、中長期的な視点で全体的な解決の方向性を示

すため、計画を見直しする。

実施期間 令和 （１年間）

委員任期 委員任期 R4.7.11 R6.7.10

審議会等の名称 水道事業及び下水道事業審議会 設置根拠 法律・条例

予　定 実　績

開催日 開催日 R4:7/11、9/30、11/16、2/14

回数 回数 4

委員構成内訳 委員構成内訳

公募市民３人、学識経験者３人、水道又

は下水道を使用する事業者を代表する者

４人

委員の男女比（男性：女性） 委員の男女比（男性：女性）

委員名簿公開 公開 非公開 委員名簿公開 公開 非公開

内容 内容

事業の概要、アンケート結果、現状把

握・課題整理、ビジョンの基本理念、主

要施策

会議の傍聴 公開 非公開 会議の傍聴 公開 非公開

計画の公開 公開 非公開 計画の公開 公開 非公開
議事録の公開 公開 非公開 議事録の公開 公開 非公開

活用方法 意見の反映 意見を参考に課題を整理した。

備考 備考

議事録URL：

https://www.city.anjo.aichi.jp/kurasu/

suido/gesuido/singikai/singikai.html

年度毎の実績 公開 非公開 年度毎の実績 公開 非公開

～

令和３年度末の予定調

査時は未定のため未提

出（未評価）。

令和３年度末の予定調査

時は未定のため未提出

（未評価）。
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（５）その他（eモニター）

年 月頃 ～

部 部

部 ％） 部 86.5 ％）

年 月頃

調査対象 調査対象
ｅモニター登録者（市内在住または在

勤・在学の満１８歳以上の人）

抽出方法 抽出方法 各年代より150人の定員制

予　定 実　績

調査方法 調査方法 ｅモニター（Web回答）

調査時期 令和 調査時期 R4.7.7 R4.7.14

配布予定数 配布数 677

回収見込数 （回収率 回収数 586 （回収率

活用方法 意見の反映 現状把握・課題の整理に活用した。

備考 備考

結果公表時期 令和 結果公表時期 R4.8

令和３年度末の予定調査

時は未定のため未提出

（未評価）。
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令和４年度（完了）　市民参加推進調査シート〈対象事項の概要〉

・

・

・

①審議会 ②審議会 ③審議会 ④審議会

上記の理由 国の方針はあるが、市の現状に合わせることができるため。

Ｎｏ． 5 対象事項 新水道ビジョンの中間見直し

課名 水道工務課 対象市民 全安城市民

意見を反映できる余地 余地がある　・　ある程度余地がある　・　あまり余地がない 予算額 5,400 千円

■計画期間

【事業概要及びスケジュール】

■計画の概要

水道事業における課題を明らかにしたうえで、中長期的な視点で将来のあり方を設定し、水道の

供給基盤の確立を目指すもの。

■策定の根拠（背景）

策定より５年が経過し、概ね５年程度で見直すこととしているため。

計画策定時からの各種情報の時点修正を行うことにより、目標とした業務指標等の達成状況を把握

するため。

ｅモニター

令和５年度～令和９年度（５か年）

■策定期間における市民参加のスケジュール

R4年度

４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

様式１－２
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令和４年度（完了）　市民参加推進調査シート 新規　・　継続 様式1－1

□ ■

令和 3 年 4 月 4 年 9 月 （ 1 年 6 ）

■ 審議会等 ■ 審議会等

■ パブリックコメント ■ パブリックコメント

□ 市民説明会 □ 市民説明会

□ ワークショップ □ ワークショップ

■ その他（ アンケート ） ■ その他（ アンケート ）

２　市民参加方法の予定と実績

（１）審議会等

～

～

7 人 ： 3 人 7 人 ： 3 人

回 回

■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ ■ □
■ □ □ 無 ■ □ □ 無

R3.5.1 R5.4.30
委員任期 委員任期 R3.5.1 R5.4.30

開催日
R3：６、１０、２月

R4：５、８、２月
開催日

R3:6/24、10/27、3/16

R4:5/24、8/23

回数 6 回数 5

委員構成内訳 公募市民３名、学識経験者７名 委員構成内訳 公募市民３名、学識経験者７名

委員の男女比 （男性：女性）

作成日： R5.3.1

Ｎｏ． 6 対象事項 第２次安城市スポーツ振興計画の改定

１　概要

対象事項の

概要
平成２８年度から施行の第２次安城市スポーツ振興計画の中間見直しをする。

実施期間 令和 か月間

課名 スポーツ課 対象区分 （２）計画の策定・変更

予　定 実　績
「市民参加を推進するためのガイドライ

ン」(４～９頁)のチェック項目を確認した

「市民参加を推進するためのガイドライン」(４

～９頁)のチェック項目を遵守した

ガイドライン

の遵守

（重視した点等）
（重視した点等）

東京２０２０オリンピック・パラリンピックの開催延

期に伴い中間見直しの時期も延期となったものの、同

大会開催後に実施した市民アンケートや、今年度実施

したパブリックコメントによる意見募集等を経て、同

大会開催後におけるスポーツ活動状況や環境変化等を

踏まえて計画改訂版を策定することができた。

予　定 実　績

R1.5.1 R3.4.30

市民参加の

手法

予　定 実　績

備考 令和４年度予定は報告のみ（未評価）

審議会等の名称 安城市スポーツ推進審議会 設置根拠 法律・条例

委員の男女比 （男性：女性）

内容

R3:アンケート結果、計画素案作成等

R4:改訂計画案作成、パブリックコメント

実施等

内容

R3:アンケート結果、計画素案作成等

R4:改訂計画案作成、パブリックコメント

実施等

会議の傍聴 公開 非公開 会議の傍聴 公開 非公開

議事録の公開 公開 非公開 議事録の公開 公開 非公開
委員名簿公開 公開 非公開 委員名簿公開 公開 非公開

年度毎の実績 公開 非公開 年度毎の実績 公開 非公開
計画の公開 公開 非公開 計画の公開 公開 非公開

備考 備考

R3:6/24、3/16は書面開催

議事録URL：

https://www.city.anjo.aichi.jp/shisei/j

oreikeikaku/singikai.html

周知方法 市公式ウェブサイト 周知方法 広報あんじょう、市公式ウェブサイト

活用方法 意見の反映 意見を改訂計画案に反映した。

～

～
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（２）パブリックコメント

4 年 6 月頃 ～

日間 日間

件 件 人 ） 件 人

4 年 9 月頃 ～

（５）その他（アンケート）

3 年 11 月頃 ～

部 部

部 33 ％） 部 48.8 ％）

年 月頃 R4.1

<令和２年度（実施期間外）実績>

・ｅモニターアンケート実施

実施期間：10/30～11/6

登録者数：1,677人

（回答者数：1,202人、回答率71.7%）

結果公表時期 令和 結果公表時期

予　定 実　績

意見募集期間 令和 意見募集期間 R4.6.15 R4.7.15

日数 30 日数 31

無作為抽出（中高生のみ学校依頼）

調査方法

周知方法

（設置場所）

広報あんじょう、市公式ウェブサイ

ト、東祥アリーナ安城、へきしんギャ

ラクシープラザ、各地区公民館、青少

年の家、図書情報館（アンフォー

レ）、市民交流センター

周知方法

（設置場所）

広報あんじょう、市公式ウェブサイ

ト、東祥アリーナ安城、市スポーツセ

ンター、マーメイドパレス、へきしん

ギャラクシープラザ、公民館（10か

所）、青少年の家、図書情報館（アン

フォーレ）、市民交流センター、歴史

博物館、教育センター

想定件数 5 (前回 提出件数 0 0

3,000 配布数 4,483

備考 備考

３　対象年度以外での市民参加の実績と予定について

工夫点
・市の施設等に設置し、より多くの市

民の目に触れるようにする
意見の反映 寄せられた意見はなかった。

結果公表時期 令和 結果公表時期

予　定 実　績

調査対象 市内在住18歳以上の男女、中高生 調査対象 市内在住２０歳以上の男女、中高生

抽出方法 無作為抽出(中高生のみ学校依頼) 抽出方法

備考 備考

R4.9.1

回収見込数 1,000 （回収率 回収数 2,189 （回収率

活用方法 安城市の現状及び課題の把握
反映した

主な意見

東京2020オリンピック・パラリンピック

開催を通じた「みる」スポーツに対する関

心の高まり等。

調査票郵送送付、郵送回収 調査方法
調査票郵送配布・回収、インターネッ

ト回答による回収

調査時期 令和 調査時期 R3.11.19 R3.12.10

配布予定数
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令和４年度（完了）　市民参加推進調査シート〈対象事項の概要〉

Ｎｏ． 6 対象事項 第２次安城市スポーツ振興計画改定

課名 スポーツ課 対象市民 全安城市民

■計画期間

意見を反映できる余地 余地がある　・　ある程度余地がある　・　あまり余地がない 予算額 1,577 千円

上記の理由 既にある計画の中間見直しのため

【事業概要及びスケジュール】

■計画の概要

スポーツの推進に関する施策を総合的かつ計画的に実施するための計画。

■策定の根拠（背景）

平成１７年に安城市スポーツ振興計画を施行し、スポーツを親しむ機会の充実を図っ

てきた。

平成２３年にスポーツ基本法が制定され、国や県の施策が新しく整備される中、東京

２０２０オリンピック・パラリンピックの開催決定などスポーツを取り巻く環境が変

化したこともあり、平成２８年度から１０年間の本市におけるスポーツ振興の基本と

して、「第２次安城市スポーツ振興計画」を施行した。

平成２８年度～令和７年度（１０か年）

■策定期間における市民参加のスケジュール

R３年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

審議会① 審議会③審議会② アンケート

R４年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月

■補足説明

中間年にあたる令和２年度に見直しをする予定であったが、東京２０２０オリ

ンピック・パラリンピックの延期に伴い、同大会後のレガシーを引き継ぐこと

を計画に反映できるよう同大会終了後にアンケート調査を実施し、令和３年度

から４年度にかけて中間見直しを実施した。

審議会④
パブリック

審議会⑤
コメント

（策定完了）

様式１－２
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